
・

釜

日
美
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二
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言
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租
郵
便
物
調
可

露
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面

百

醗
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轄
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魚
.

食

論

策

三
十
三
巻

六
五
四

第
五
號

二
四
.

魚

食

論

財

部

静

治

岡

國
産
愛

用
は
國
際
貸

借

改
善

を
主
眼

と
し
て

の
み
、
説

か
れ
得

べ
き
國
策

の
方
針
と
限

ら
ず
、

一
層

宏
潤

に
気

候
風

土
並

に
民
族
性

の
特
異

を
根
菩

と
し

て
も
、
堂

々
と

し
て
主
張

さ

る
べ
き
所

な
り
、
此

趣
旨

に
關
嚇

し
先
づ

カ
タ
ヒ
サ

ン

前

世

紀

の

中

葉

齊

藤

彦

麿

が

、

其

の

著

「
傍

瀬

」

中

説

く

所

を

聴

か

す

や

、
(
立
命
館
學
叢
昭
和
六
年
三
月
號

八
及

一
〇
頁
参

照
)
曰

く諸

の
外
戎
國
は
他
国

の
物
を
得
ざ
れ
は
、
其
國
立
ち
が
た
き
弘臥
に
、
萬
里
の
波
濤
を
凌
ぎ
、
諸
国

へ
飢
欄
を
め
ぐ
ら
せ
り
、
亘
端朝
大
八
襯
別
の
内

ロ

コ

か
れ

に
な
き
ば

こ
れ

に
あ
り
、

こ
れ

に
す
く
な
き
は
か
れ

に
多

く
、
か
た
み

に
と
り
か
は
し

て
ζ
と
か
く

べ
き

に
あ
ら

ね
ば
、

い
や
し
き
外
戎

う

た

も

カ

コ
う

り

の

し

カ

ね

の

と
交

易
す

る
に
及

ば
ざ

る
畜
・な

り
、
皆
其
な
り
出

つ
る
鳥
獣

蠹
魚
草
・木
砂
石

に

い
た
る
ま

で
、
居
宅

、
器
財

、
衣
服

、
藥
品
、
食
料

そ
れ

ぞ
れ

ロ

じ

セ

も

い

い

じ

じ

で

カ

に

「
備

へ
給

へ
る
紳

の
し
わ
ざ
」

な
り
、
か
く

て
こ
と
か
く

べ
き
に
あ

ら
ず

、
さ
る
を
外
戎

よ
り
諸

の
癇
疾

わ
た
り

こ
し
故

に
心薬
品
も

か
ら
わ

も

や

う

ら

の

ら

コ

ロ

た
り
な
ら

て
は
、
験
な

し
と

い

へ
る
は
修
理
違

へ
り
、
病
疾

は
異
國

よ
り
わ
た
り

て
も
人
物

は
皇
朝
人

の
性

な

釦
、
大
同
類
聚
方

に
も
留

方
也

つ

カ

い

し

ロ

つ

つ

セ

カ

カ

い

　

カ

カ

カ

　

も

り

ロ

　

の

の

し

在
二
予

我
邦

一也
、
臼
二
神
世

一莫
、
神
園
之

民
、
服
二
他
方
剤

叫
而
何
朦
二
其
患

一子

、
人
懸

二其

土
地

一而
稟
氣
之
僻

、
其
土
人
服
二
真
土

「宜
不
レ
可
レ

カ

い

り
　

.
無
レ
効
也

と
あ

る
お
や
、
是

を
能

く
辮

へ
て
近

き
頃
佐
藤
定
方

か

「
奇
魂
」

と

い

へ
る
を
著

し
た
る
中

に
、
海
南

と
北
陸

と
は
寒
暖
異

な
乳
ぱ

、

病
症

の
異
な
る
と

.
土
地

に
生

ひ
出

つ
る
薬
草

の
有
無
多
少

と
を
よ
く
騨

へ
て
記
し
た
り
。



と
、
鎖
国
を
国
一
是
と
せ
る
営
時
の
主
張
を
、
そ
の
憧
岡
際
経
梼
の
交
渉
繁
き
現
時
の
我
邦
に
、
営
て
は
め
得
べ
き

に
非
十
、
又
そ
の
紳
率
的
目
的
論
的
基
本
偲
設
に
封
し
、
親
近
殴
酉
皐
者
は
素
よ
り
、
経
梼
拳
読
世
舎
回
申
設
を
貫
謹

の
根
懐
よ
り
立
て
ん
と
す
る
者
は
、
之
に
満
腔
の
敬
意
を
表
す
る
こ

E
な
か
る
べ
し

E
雄
色
、
醗
り
で
考
ふ
る
に

現
今
倫
右
の
主
張
同
様
、
飲
食
に
つ
き
人
は
そ
の
地
の
子
に
る
を
説
く
者
は
、
濁
り
理
窟
を
避
け
賀
際
問
題
と
し

て
、
「
衣
食
住
の
日
本
魂
」
を
唱
ふ
る
東
京
「
っ
た
や
」
主
人
本
山
荻
舟
に
限
ら
争
、
(
昭
和
六
年
二
月
士
一
日
讃
賀
新
聞
記

事
参
照
)
欧
米
の
諸
率
者
に
よ
り
て
も
理
論
的
根
懐
よ
り
、
耳
新
ら
し
く
諭
せ
ら
る
る
所
な
り
。
今
珊
か
か
か
る
思

想
の
蹴
れ
を
辿
ιり
、
併
せ
て
又
本
邦
圃
民
甜
聖
問
題
の
解
決
に
少
し
い
い
て
も
費
せ
ん
と
す
る
の
徴
志
に
よ
り
、
魚

食
論
を
試
h
u
o

ーー

文
明
の
稜
蓮
は
入
力
克
く
自
然
を
征
服
す
る
の
程
度
に
よ
り
測
る
べ
し

k
は
、
都
市
文
明
又
は
大
工
業
の
長
所

に
惑
溺
せ
る
、
現
代
人
に
よ
り
共
鳴
さ
れ
易
き
所
な
り
、
さ
れ
ぎ
又
天
の
時
地
の
利
に
鹿
じ
て
、
機
宜
を
遁
に
や
、
否

寧
ろ
之
を
善
導
す
る
の
道
に
敏
き
を
以
て
、
化
育
翼
賛
の
要
を
得
に
り
(
松
岡
忠
庵
に
よ
P
上
刻
さ
れ
し
「
会
刻
救
荒
木
一
脚
野

E
E
L
r
 

譜
」
中
、
右
野
譜
白
補
遣
に
営
り
し
明
白
挑
可
成
に
よ
る
「
救
荒
臨
時
穀
諸
方
引
-
を
讃
む
に
、
「
天
本
好
レ
生
、
造
化
原
非
レ
奔
ν
人
、
奈
主
人
自
弄
『
此

ス

ル

ノ

ム

ア

ル

議
化
こ
と
由
一
節
あ
り
、
又
唐
限
期
制
「
茶
経
」
中
に
は
、
「
一
六
育
-
詰
物
一
皆
宥
=
至
妙
「
入
所
レ
工
但
畿
二
浅
易
一
』
と
の
一
・
旬
あ
p
、
換
に
か
か
る
主
張

を
抽
出
ナ
る
に
は
都
合
よ
き
基
本
的
宇
宙
観
た
り
、
同
様
な
る
自
然
観
は
幾
多
田
一
畢
者
に
よ
り
、
種
々
の
文
句
に
て
裁
か
る
る
も
、

東
洋
経
済
思
想

常.

食

言命

第
三
十
三
谷

六
五
五

第
五
披

五



魚

食

論

.

第
三
十
三
巻

六
五
六

第
五
號

二
六

の
重
要
な
る
基
本
假
読
に
届
す
る
を
以
て
之
を
附
載
す
)
と
す

べ
き
は
、
依
然

と
し

て
眞

理
た

り

、
食

の

一
事

に

つ
き

て
見

る

も

、
特

に
季
笛

に
順
慮

し
て
持
物
又

は
時
食

を
選

ぶ
は
、
螢

生

の
要
道

な
り
、
現

に

「
知
周
乎
萬

物
、
而

道
濟

天

下

、
故
不
遇
」
(
易
経
繋
辮
上
傳
の
一
句
)
と
謂
ひ
、
又
特

に
食
品

に
關

し
真
髓
園

の
食

譜
劈
頭

に

「
凡
物

各
有

先
天
如

人
各
有

資
稟

、
人
性
下
愚
錐

孔
孟
激
之
無

益
也
、
物

性
不
良
錐
易

牙
烹
之
亦
無
味

也
」
と
謂

へ
る
の
旨
意
を
受
け

、

授
時
考

、
月
食

、
歳
時
記
等

の
諸
研
究
登
達

を
促

せ
る
は
之
が
た

め
な
り

、
素

よ
り
西
洋

に

つ
き
て
見

る
も
、
假

命

は
英

の

〉
・
く
。
窪
四

に
よ

る
農
事
暦

日
幕

団
震
ヨ
①
「げ

∩
巴
①
邑
。
戸

ひ
・
包
]

⊃。
8

の
如
き
、

か
か
る
研
究

の
例

な
き

に
非
す
と
錐
も

、
東
洋

に
於

て
歴
代
此
程

の
述
作

に
富

む

と
、
同
日

に
談

ず

べ
か
ら
ざ

る

に
似

た
り

,
唯

か

か

る
述

作

は
直
接
食

品
研
究

の

み
を
、
目
的
と
す

る
こ
と
な
き
を
以

て
、
之

に
つ
き
贅
説
を
重

ぬ
る
こ
と

を
避

け

つ

つ
、
今
先
づ
簡
軍

に
指
摘

し

お
か
ん
と
欲
す

る
は
、
前
記
随
園

の
著
者

中

「
時
節
須
知
」

の
目
中
、
「
輔

佐
之
物

見
宜
用

芥
末
、
参

堂
用
胡
椒
」

と
卑
近

の
叙

説

に
、
無

限

の
妙
味

を
宿

さ
し
む

る
も

の
あ

る
と
共

に
、
朋
食
用
九

の
興
味

多
き
著

書

「
僕

書
」

が

、
そ
の
例
言
中

「
分

以

四
叙
尚

時
食
也
」

と
断

b

お
き

つ
つ
、
食

品
を
宜
春
軍

以

下

四
季

別
と

し
て
叙
説

せ

る
こ
と
、
特

に
四
時
気

候

の
攣

に
富

む

を
以
て
、

そ
の
顕
著
な

る

一
特
色

と
す

べ
き
、

我
邦

の
国
情

に
照

し

、
是
を
食
養

上

の
長

所
と
観

し
或

は
短
時
と
観

す

る
か
は
姑

く
お
く
も

.
深

く
注
目

す

る
の

値
あ

り
と
す

べ
き

こ
と
な
り
、
(我
邦
料
理
の
本
中
普
通
に
季
節
の
別
を
説
く
は
言
は
ず
も
が
な
、
唯
近
年
の
著
書
湯
川
蜻
洋
著

「
食
養
春

秋
」
は
食
.開を
、
月
別
と
し
て
示
ナ
こ
と
を
注
意
す
)
而

し
て
か
か

る
寒
暑

の
時
運
を
、
本
邦
南

北

の
相
違

に
遷

し
て
観
す

る



と
き

は
尼

海
産

の
簸

の
子

を
瘍

に
看

ん
と
す

ゆQ
比

・
西
南
海

に
齢

の
出
漁

を
見
ん
と
す

る
の
差

を
・
呈

皿
.

露
す

る

の
類
な
り
吾

人

は
此
鮎

に

一
般

的
理
論
を
試

み
ん
と

せ

る
も

の
を
索
め
、
そ

の

一
例
と

し
て

ヨ
異

Ω
①
。
「σq

oD
6
ず
ヨ
弾

u
三
舞
霞

≡
乙

寓
¢
蕊
良
一"
一
嘗
《

中

、
螢
養

及
身

膿
登
育

に
封
ず

る
自
然

の
制

約
を
議

せ
る

一
節

を
得

た

り

、
以
下

そ

の
所

説
を
骨
子
と

し
て
柳

か
叙
説

せ
ん
と
欲
す

。

人

の
生

存
が
そ

の
螢
養

の
種

類
及

方
法
上

,
地
的
覊
束
を
受

く

る
こ
と

は
明
か

に
示
さ

る
、
而

か
も
亦
入
は
開

化

の
増
進

に
從
ひ
、

そ
の
身
膿

の
た

め
食
料
を
益

々
複
雑
又
豊
富

に
備

へ
、
諸
國

よ
り
食

料
を
調
達

す

る
こ
と
を

解

し
に
り
、
擬

洲
反
磁
擢
盤

r

よ
b

の
肉

、
後

印
度

よ
り

の
恥
、

ヵ
リ

7
オ

ッ

　
ア
よ
り

の
泉
質

、
北
阿

よ
り

の

花

甘
藍

、
爪
畦
及
伯

西

よ
り
の
珈
琲

と
言

ふ
が
如
く

、
あ

ら
ゆ

る
気

候
地

帯

よ
り
、
吾
人

の
口
嗜

に
満
足

を
與

ふ

べ
き
も

の
を
購
入
す
。

さ
れ
と
叉
貧
者

も
富

者
と
等

し
く
需
用

す

べ
き
圭
食
料
、
即

ち
西
洋
事
情

の
下

日
用

の

パ

ン
は

、
依
然

と
し
て
之

を
自
国

の
産
物

に
抑

く
を
例

と
す
、

エ
ル
ベ
河

の
東
方

ロ
ッ
ゲ

ン
褻

の
産
地

に
て
は
、
黒

パ

ン
日
用
食

料
た
る
も
、
西
欧

に
向

ふ
に
從

ひ
臼

パ

ン
之

に
代

る
こ
と
益

々
多
く
、
逡

に
小
変
作

昌
ゆ

る
沃
地

に

し
て
又

日
當

り
よ
き
佛
國

に
至

る
、
暑

く
し
て
雨
露

に
富

め

る
北
伊
太
利

の
夏

は
、
玉
蜀
黍
作

に
好

都
合

と
す

へ

き
所

、
か
く

て
玉
蜀
黍

の
粉
と
水
と

に
よ

り
、
調
理

せ
る
食
物
帥

ち
黍

粉
粥

陽
一・
三
目
を
以

て
、
常
食

た
ら
し
め

た
り

,
叉
飼

畜
夥

し

く
行

は
る
る
地
方

に
て
は
、
主

要
食
物

は
乳
及
乾
酪

よ
b
成

る
、
.而

し
て
廣

き
高
原

に
し

て

有
用
作
物
少

き
所

に
て
は
、
家

畜
群

は
人

の
た
め

に
日
用
食
料
を
授
盗

る
の
要
あ

り

、
回
教
徒

よ
り
始

め
ら
れ
導

魚

食

論

策
三
十
三
巷

六
五
七

第
五
號

二
七



魚

食

論

第
三
+
三
巻

六
五
八

第
五
號

二
八

米

に
羊

肉
及
香
料
を
加

へ
て
煮
た

る
肉
飯

覧
≡
碧

は
、
小
亜
細
亜
奥

地

の
瘠

せ
た

る
高
原

に
、
牧

羊
昌

ゆ

る
を
以

て
土
耳
其
人

の
好
物

と
す

る
所
な
り

、

一
切

の
高
原

住
民

か
葱

及
刺
戟
性

の
薬
味

を
好
む

は
叉
有
名

な
り
。

さ
れ
ど
食
物

の
選
鐸

は
、
特

に
住
居
地

の
気

候

に
よ
り
著
し
く
決

せ
ち

る
、
身
禮

に
必
要
な

る

一
切

の
螢
養
素

は
新
陳
代
謝

に
.よ
り

て
分
解

し
又
排

泄
さ
れ
た

る
諸

材
料
を
補
充

す

る
の
用

を
な
す
、
然

る
に
人

の
身
艦

は
、
緯

度
高

き
地

方

の
塞

さ

に
鯛

る
れ
ば
、
絶
え

ず
熱

を
失

ふ
を
以

て
、
適
當

の
熱
量

を
保

た
し
む

る
た
め
之
を
補

ふ
の

要
あ
り

、
從

ひ

て
叉

比
較

的
多
量

の
炭
素

は
、
鵬
内

に
於

て
燃
焼

さ
る

る
の
要
あ

り
、
か
く
て
入

は
寒
冷

な

る
緯

度

の
下

に
て
は
、
気
候

一
層
温
.暖
な

る
地

方

に
於

け

る
よ
り
も

,
炭
素

に
富

み
酸
素

に
乏

し
き
食

料

、
…從
ひ
て
特

に
脂
肪

に
富

め
る
食
物

を
要
す

る

こ
と
多

し
、
英

人

は
そ
の
塞
灘

な
る
気
候

に
産
し
、
濃
厚

な

る
乾
葡

萄

入
製
菓

噂
ぎ
日
宕
匿
冒
ひq

(基
督
降
誕
祭
に
際
し
、
英
国
家
庭
に
必
備
の
食
・殺

せ
ら
る
)
と
共

に
、
潤
澤

な
る
皮
肉
を
賞

用
す
、
從
ひ

て

・叉

甘
ぎ

じd
亀

の
通
り
綽
名
を
得

た
り

、
露
西
亜
人

は
好

み
て
濃
厚

な

る
野
菜

ソ
ッ
プ

q。
聾
誓

眠

を
吸

ふ
、

そ

は
同
国

民
國
俗
士

の
好
物

に
属
す

る
国
産

粉
製
食
物
同
様
脂
肪

に
富

む
、
有

名
な

る

「
瑞
典

の
朝
食
」
し∩
巳
o
〒
鵯
。・,

σ
δ
α

も
亦
燃

製
肉
、
鵞
鳥

肝

入
麪
包

、
小
魚

>
9
ぎ
く
訂

(近
年
伊
太
利
産
壜
詰
油
漬
の

〉
.。ぎ
・一。.
本
邦
に
輸
入
さ
る
、
國
産

ゴ
マ
メ

ボ
シ

の
田
作
及
櫻
干
と
大
小
及
嗜
味
を
比
較
せ
ぱ
、
自
得
す
る
所
な
し
と
せ
ざ
ら
ん
)

を

加

味

す

る

こ
と
多

き

は
、

秋
冬

に
於

け

る
瑞
典

の
荒

涼

た

る
気

候

に
適

合

す

べ
き
所

な

り

、

濁

逸

に

て

も
淡

泊

な

る
食

物

を

以

て
す

へ
き
南

猫

料

理

は

、
大

膿

に

サ

ウ

ア

　

ク
ラ
ウ

ト

プ

ム

ベ
ル

ニ
ツ
ケ

ル

天
気
荒

み
た

る
北
濁

の
濃
厚
料

理
と
そ
の
選
を
異

に
す

、
即
ち
後
者

に
あ
り

て
は

漬

菜

、

粗
製
麺
包

、
大
粒



の

豆

に
豚

脂

を

加

へ
た

る

も

の
は
賞

用

せ
ら

る

、
極

北

の
住

民

に
あ

り

て

は
、

別

け

て
北

國

植

物

界

が

螢

養

分

多

き
作

物

に
乏

し

き
た

め

、
殆

ん

ど
全

く
肉

食

に

よ

れ

b

、

エ

ス
キ

モ
ー

は
各

種

鯨

の
脂

肪

皮

、
海

豹

及

馴

鹿

の
肉

を

多

量

に
食

す

、
西

伯

利

亜

の
北

極

地

方

に
於

て

、
土

民

甘

冨

琴

窪

こ

舞

=
器
昌
及

囚
p
巨

ω3

巴
9
一窪

は

、

日

々

三

乃

至

五
封

度

の
牛

酪

を

漏

る
を

例

と

す

、
同

様

に

q。
<
2

国
狂

す

の
報

告

に
よ

れ

は

、
西

藏

の
高

原

に
あ

り

て

は

、

住

民

は

多

量

の
牛

酪

及

脂

肪

を

、
茶

及

燕

変

の
砕

粒

と
共

に
呑

む

、

船

長

閃
畠
・。
は
或

機

會

に
言

へ
り

、「
極

北

地

方

の
全

秘

密

は

、

脂

肉

を
潤

澤

に
食

す

る

に
あ

b

」

と

、

現

に
事

賃

上

冒
騨
誘
Φ
詳

察

注

窪

号

眺

そ

の
他

の

極

北

探

険

者

の

一
致

せ

る
報

告

に
よ

る

に
.
袷

も

北

地

の
凍

れ

る
室
氣

に
細

れ

て

は
,
含

水

山夙
素
從

ひ

て

脂

肪

に
劃

す

る
欲

求
益

々
増

進

す

べ
し

、
乞
窪

ω窪

は

そ

の
案

内

者

と

共

に
、
脂

肪

に
封

ず

る
眞

の
食

欲

に
捕

は

れ

し

ょ
り

、

純

良

牛

酪

の
大

片

を
珍

味

と

し

て
食

し
た

り

、
要

す

る

に
荒

原

た

る
気

候

の
下

、
膿

温
維

持

の

た

め

脂
肪

を

多

量

に
購

馭

す

る

は
、

最
終

必

要

な

り

、
極

化

入

は

地

腫

つ
瞥

養

に

よ
り

て

D

み
、
罷

め

る
墨

池

に
於

τ

そ

D
宝
爺

を

.

・

咽
一

り
!コ

「̀-
F

⊇

.冒

♂
1
」
國フ

ー
'
・、一'
一

〔

`

旧1
'
-

司一ノゴ

6
ソ

「

(

ノ
■
-

`

保

ち
得

べ
き

や

疑

を

容

れ

す

。

翻

っ
て
又

確

言

す

べ
き

は

、
温

暖

な

る
地

方

の
住

民

が

、
肉

食

に
謝

し
屡

々
打
勝

ち

難

き
嫌

悪

を

示

す

こ
と

な

り

、
素

よ

り
原

人

は
憂

化

を

求

め

て
己

ま

す

、

た

め

に
思

慮

な

き
慾

心

も
惹

起

さ

る

る
結

果

と

し

て

、
熱

帯

住

民

レ
ッ

カ

　
ビ

ヅ

セ

ン

も
地

方
に
よ
り

肉
を
以

て
、
至
上

の

珍

味

に
数

ふ
る

に
至

る
も

の
あ
り
、
南
洋

に
て
は
豚
は
最

も
高

債
な

る

家

産

な
り
、

乞
9
く
Ω
=
一p
9

の

守

て
岳

人

に
あ
り

て
は

.
そ

の
外
犬
を

以
て
美
味

な

る
焼
肉
覗
す

、
阿
弗
利
加

魚

食

軟調

昌

一弟
三
十
三
巻

六
五
九

箪
が五
號

二
九



魚

食

菰柵

.

第

=
一十
一二
巻

幽ハ
山ハ
0

鼈
甲
五
號

一二
〇

探
険
者

の
報
ず

る

所

に
よ

る
も
、
同
様

に
黒
人

は
屡

々
本
式

の

肉

餓

に

駆
ら

る
さ
れ
ど

屡

々
そ

の
例
あ

る
が
如

く
、
自
然

は
藪

に
も
亦
最
良

の
案

内
者

た
り
、
熱

帯

に
て
は
脂

肉

の
撮

取

に
よ
り
、
疼
痛
あ

る
悪
性

の
登
疹
を
生

し

易

し
、
故

に
植
物

を
多

く
使

用
す

る
こ
と
は
、
外
人

に
よ

る
熱

帯
殖
民
研
究

上
、
熱
帯

に
移
住

せ

る
白
人

の
食
物

に
、
最

も
適
す

と
し

て
要
求

さ
れ
た
り

。
然

れ
ど
も
之

を
通
観

す

る
に
暖
国
住
民

は
、
肉

の
代
り

に
豊
科

植
物

を

賞

用
し
、
沿
海

附
近

に
あ
り

て
は
魚
類

及
有
殼

動
物

に
よ
り

、
そ
の
他

の
食
物

の
輩
調

に
濁

し
、
多
少

の
礎
化

を

件

は
し
む

、
中
南

部
支
那
人

に
と
り
て
は
稻

は
主
要
叉
愛
用

の
食
物

な
り

、
伊
太
利
人

は

…、。
岡自
律

(前
出
し
管

饂

飩

蜜
p
8
「〇
三

及
米

国
訪
o
雰
o

に
、

パ

ル

マ
製
乾
酪

}い母
9
①
。。睾
罫
。・o
を
添
え
九

る
も

の

に
て
漁
足
す

,
面

し
で
そ

の
國
産

栗
實

宝
丹
。
器

は
北
方

の
諸

因

に
も
運
ば

れ
て
、
同
國
季
節
出
稼
人

路
銀

の
料
と
な

り
、

叉
同
國

沿
海

産

　
ボ
シ

〉
漕
ぎ

幕

。。
の
油
漬
壜
詰

は
、
ム
ー
や
田
作
及
櫻

干

に
仲
間
入

り
し

て
、
邦
人

の
食
繕

に
も

上
ぼ
さ

る
、
熱

帯
の
住

民

は
殆

ん
ど
全

く
東
食

に
よ
り

、
そ
の
生
存
を
全

う
す
、
そ

の
野
菓
た

る
實

に
恵

み
深

き
自
然

が

、
潤
澤

に
彼

に

授

く

る
所
な
り
。

三

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

欧
逞
巴
湖
北
之
我
亜
細
亜
写
真
大
知
二
興
九
、
其
開
闢
亦
週
後
焉
、
其
言
則
株
偶
、
文
則
横
行
、
其
風
俗
政
敏

4

以
至
衣
服
飲
食
、
自
我

東
方
頑
聖
之
州
視
之
、
則
戎
狄
而
己
耳
、錐
然
如
其
推
風
雪
測
日
星
兜
.山
嶽
窮
瀬
海
、
奥

詰

ヘ

ヘ

へ

夫
馨
藥
之
方
火
綴
之
技
、
往
往
有
精
詳
出
於
我
右
着
実
、
蓋
彼
俗
夙
以
航
海
爲
専
務
、
與
其
人
機
智
慧
敏
、
嗜
窮



ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

理
考
試
験
之
所
由
致

、
而
我

、
紳

州
温
厚
淳
樸
之

民
、
固
所
不
燗

也
、
然

以
其
不

燗
而
磨
彼

所
燗

、
則
不
可
也
と

は
、
紀
念

碑
的
萬
國

地

理
書

「
地
學

正
宗
」
(本
誌
第
三
一
巻
九
〇
九
頁
参
照
)
に
掲

ぐ

る
、
著

者

の
義
兄
成

卿
、
梅
里
田
信

の
房

中

に
説

く
所
な
り

、
同
様

な

る
主

張
は
殊

に
幕

末

に
際

し
、

一
部

の
識
者

に
よ
り
間

々
螢
せ
ら
れ
た

る
所

た

り

、
而

し

て
明
治
以
降

に
於

け

る
我
邦
文

明
の
進

運

は
、
右
末
段

の
主
張

に
癒

し
、
赫
灼
た

る
事

蹟
を
暴

け
し
や

絵

り

に
著

し
と
錐

も
、
本
邦

風
土
及
文
明

の
特
異

を
私
心
な
く
顕

彰

せ
ん
と
す

る
の
奮

励

は
、
我
脛
濟
學

の
研
究

上
振

へ
り
と
な

し
兼

ぬ
る
に
似

た
り
、
之

を
食

の
問

題

に

つ
き

て
察
す

る
も
、
フ
イ

レ
ー
の
網
焼
を
誇

る
の
西
俗

に

通
事

る
を
以

て
、

時
代

の
入
た

る
を
自

恃
す

べ
し
と
敏

ふ
る
半

面

に
於

て
、

晩

秋
長
崎
産

カ
ラ

ス
ミ
の
初
物
を

も
、
賞
美

す

べ
し
と
す

る
の
気
分

は
、
本

邦
學
者

の
消
費

経
済

論
中

軸
夙

に
力

説

せ
ら
る

べ
か
り

し
筈

な
ら
す
や

。

人

は
元
来

肉
食

た

る

べ
き

や
、
將
た
菜
食

特

に
穀
食

た

る
べ
き
や
、
將
た
叉
猿

に
真
似

て
果
質

倉

穿

αq
刷く
。
『。
島

た

る
べ
き
や
、
併

せ
て
又
免

黜

に
付
南
北
國

別

に
制
定

さ

る
べ
き
も

の
な

る
や

の
問

題
を

、
特

に
自
然

人
類
學

の
原

理

に
照

し
て
詮
議

す

る
は
、
事

理
を
基
本

的

に
窮

め

ん
と
す

る
者

の
、

一
鷹

は
兼
備

す

べ
き
所
な

り
、

こ
は
魚
食

と
共

に
菜
食

を
重

ん
中

る
本
邦
人

と
し

て
は
、
興
味
深

き
問

題
た

る
も

、
之
が
攻
究

は
菜
食
論

と
共

に
、
之
を
別

題

に
譲

る
こ
と
と

し
、
奪

ら
魚
食

に
就

き
考

ふ
る
こ
と

と
す

べ
し
。

「
支
那

に
於

け

る
豚
及

そ
の
卵

を

も
含
意

せ

る
も
の
と

し
て
の
鶏
肉

は
、
淡
水
魚

と
同
様

、
富
者

の
主
要
食
物

た

る
を
要
求

し
得

べ
し
、
海
食

・・巳
p
p
ぴq
o
o
ωo

は
昔

時
蘇

格
蘭

の
西
方

=
o
『
二
廷
臣

群
島

民

の
主
食
物

た
b
き
、

魚

食

論

第
三
+
三
巻

六
六

一

第
五
號

一一=



噛

魚

食

論

第
三
+
三
巻

六
六
二

第
五
號

三
二

河
魚
を
夏

は
鮮
魚

、
冬

は
乾

物
と

し
て
食
す

る
は
、
中
央

亜
細

亜

円
m
二
∋

河
域

に
於

け
る
生
命

の
綱
な
り

、
海

魚

は
馬
楽
人
及

日
本
人
中

の
多
数

に
と
り

、
米

と
相
待

ち

て
食
用

せ
ら
れ
、
欧

洲

の
幾

多

漁
村
間
.に
あ

り
て
は
、

バ
プ
リ

か

コノ
ロ

ス

之

に
匹
敵

す

べ
き
食
物
な

し
、
」
而
も
亦
大
膿

論
よ
り

せ
ん
か
、「
肉

及
臓

物

、
魚

及

貝
類

、
家
禽
及

卵
は

美

味

た

り
、
人
は
或
程
度
迄

は
そ

の
収

入
を
増

す

に
從
び
、
之

か
消
費

量
多

き
に
至

る
こ
と
と

な
り
勝
ち

な
り
」
と

は
、
英

　

國

の

一
経

済

學

者

夙

に
約

五
十

年

前

に
指

摘

せ

る
所

な

り

。
吾

人

は
今

本

邦

の

一
特

色

税

す

べ
き

右

の

}
事

に

つ

さ

.

現

在

そ

の
要

度

を
如

何

な

る
程
度

に
秤

量

す

べ
き

も

の
な

る

か

の
、
認

識

に
努

む

る

こ
と

を

差

措

き

つ

つ
、

何

故

に

か

か

る
殊

俗

を
生

め

る

か

の
詮
議

の
主

眼

と

し

、

自
然

事

情

並

に
庶

般

の
良

質

に
そ

の
事

由

を
尋

ね

、

そ

の
間

随

時

古

人

の
所
説

を

参

酌

す

る

こ

と

と

す

べ
し

。

野

必
大

(
日
本
博
物
學
年
表
に
は
そ
の
本
名
を
揚
げ
て
人
見
元
徳
と
す
、
詳
し
き
人
物
志
考
は
別
の
機
會
に
試
む
べ
し
)

の
名

著

「
本

朝

食

鑑

」
へ
元
録
八
節
西
紀

=
ハ
九
五
年
序
及
賊
)

悪

十

一
中

に

は

「「
螢

明

」

の

一
家

言

と

し

て
謂

へ
り

、

中
華
以
レ牛
鴛
レ大
牲
、
爲
レ大
一牢
、
天
下
日
用
之
物
、
雌
レ嚴
一
法
不
レ能
レ禁
也
、
本
邦
以
レ牛
爲
レ稼
-物
爲
ソ温
-毒
、
自
ソ古
肚
祠
禁
レ之
、錐
レ

ス

ル

コ
ト
ヲ

ァ

嚴
-法

不
レ
好
レ
食

也

、
凡
華

在
上
四
方

之
中
州

鴨其
人
性

壮
實
堅
固
、
其
所
レ
食
者
非
こ
厚
風

之
肉
味

門
則
不
レ
能
一=
保
・一養
干
内
外

門
故
用
こ
牛
羊

家
門

カ

し

カ

カ

ら

セ

セ

セ

む

む

の

し

ロ

し

へ

ね

カ

む

ス

ス

ル

コ

セ

ヲ

爲
レ上
齪
也
、
本
邦
者
居
二東
方
之
海
隅
隅其
人
之
性
升
騰
浮
揚
、
其
所
レ
食
者
非
こ淡
薄
之
味
門則
不
レ能
三調
二護

子
上
下
一故
用
二穀
蔵
魚
鳥
門爲
一

働
供
一也
・

と

、

個

人

を

個

別

的

に
診

す

る
と

き

は

、
之

が
例

外

と

す

べ
き

も

の
あ

る
を

別

に
認

め

つ

つ
、

一
般

的

に
は
魚

食

が

、
風

土

の
特
異
.に
影

響

さ

れ

し

、

本

邦

人

の
性

升

騰

浮

揚

な

る
に

、
適

す

る

こ
と

を

指

摘

せ

る
や

多

と
す

べ
し
、
Cf.Devas,Groundworkof]Economics.83.p.=w)2



今

年
物
故
を
傳

へ
ら

れ
し
濁
逸
経
済
學
界

の
老

碩
學

ぴ
・
切
器
葺
き
。
は
、
民
顯
文
學

に
於

け

る

一
九

二

年
冬
學

期

の
経
濟
學
講
義
中

、
地

に
よ
り
人

の
性
質

に
及
ぼ
す
影
響

を
議

せ
る
序

に
、
世
界

全
般

と

し
て
も

一
國
内

の
問

題

と
し
て
も
、
開
化

が
河
鹿

に
て
も
南

に
始
ま

り
、
次

い
で
北
進

す

る
こ
と

は
史

に
徴
し
て
明

か
な
り
、
而
し

て
気

候

的
特
質
が
適
順

な

る
に
從

ひ
、
又
自
然

よ
り
悪

ま

る
る
こ
と

多
き

に
從

ひ
、
高

き
開
化
階
段

に
於

て
最

も
重

要

な

る
も

の
の
潮

吹
萎
縮

、
即
ち
勤
労

の
精
力
萎
縮

に
導

く

こ
と
愈

々
多

し
、
從

ひ
て
進

み
行

く
開

化

に
つ
き
、
入

が
経
済

に
と
り
決
裁
的

因
子

と
な

る
.」
と
多

き

に
從

ひ
、
自
然

に
よ
り
大

に
恵

ま
れ
た

る
地
域

は
・
之

に
恵

ま

る

る

こ
と
薄
き
北
方
と

の
競
争

上
、
益

々
表
替

す

る
こ
と
と
關
嚇
す

へ
き
経
歴

ば
、
恰

も
膚

の

…
史
實
.な
b
と
せ

6

か
、
人
性

の
肚
實
堅
固

と

そ
の
升

騰
浮
揚
と

の
角
遜
を

.
右
史
的
過

程

の
大

道

に
照

し
、
如
何

に
評
す

べ
き
も

の

な

る
か
今
迄

を
不
問

に
付

し

て
考

ふ
る
に
、
邦
人

の
性

升
騰
浮
揚

な

る
の
事

由
中

に
ば
、
特

に
國

土
産
物

に
富

む

も
古
来

天
愛
弛
殊
も
頻
繁

な

り
し

こ
と
、
四
季

に
よ

る
気
候

の
憂
差
甚
大

、
天

瀬
潤
を
件

ふ
べ
き
夏
季
暑
熱

の
不

快
等

の
特

殊
気

候
事
情

を
、

敷

へ
て
誤

ら
ざ

る
を
信

ず

る
と
共

に
、

そ
の
國

属
性

と
魚
食

と
適

合
す

べ
き
所
以

は
、
箪

衛
圭
の
原
理
に
訴

へ
、
訂

専
門
學
誉

よ
り
裏
書
募

る
に
至
・
べ
き
を
・
信
じ
て
疑
繁

・

本
邦
魚
食

の
俗

を
、
地

理
事
情

に
訴

へ
て
解
繹

せ
ん
と

せ
る

一
例

は
、
そ
の
門
人
有
馬
元
晃

に
よ
b
筆

記

せ
ら

れ
、
同
人

に
よ

る
天
明
八

(西
紀
;

八
八
)
年

の
序
を
掲

碁

、
大
槻

玄
澤

の

「
礬
水
夜

話
」
中

「
食
料

」
の
話

に

求

む

べ

し

、

(
随
筆
文
學
選
集
第
+
二
攻
鎮
)
そ

の

儘

引

か

ん

か

、

」
.

、

,

魚

食

、

論

ゴ

.

第
三
+
三
巷

六
六
三
・

第
五
號

一=
三



魚

食

論

第
三
+
三
巻
.

六
六
四

第
五
號

三
四

「
問
て
い
は
く
和
蘭
人
食
料
は

い
か
な
る
も
の
に
や
、
世

に
悪
食
す
る
も
の
を
唐
人

の
ご
と
し
と
」

い
ふ
。

「
答

て
い
は
く
異
國
人
吾
牛
琢
の

ロ

リ

　

し

類
を
常

食

と
す
る
と

い
ふ
よ
り
起
れ
る
な
る

べ
し
、
是

は
オ
ラ

ン
ダ
支

那
に
限
ら
ず
、
外
國

に
て
は

み
な
食

料
と
な
す
も

の
な
り
、
我
邦

は
四

リ

や

し

じ

で
　

カ

　

ぬ

ロ

　

ロ

　

も

し

ロ
　
　

も

　

し

も

つ

も

も

る
　

カ

コ

ロ

方

に
海

を
憂

く
る
國

ゆ
え
、
海

に
産
す

る
も

の
に
で
自
由

の
足

る
故

に
、
山

の
も

の
は
.む
が
し
ょ
り
用

ひ
ぬ
事

と
見
ゆ
、
外
國

は
多

し
地

つ
づ

き

の
國
故

に
、
海
邊

へ
遠

き
と

い
ふ

に
至

り

て
は
、
百
里
よ

り
三
百
里

に

い
た
る
、

マ
れ
故
海

の
物

に
て
用

た
り
が
た

く
、
師

熟

に
陸

に
住
む

物
を
庵

食
事

と
な

し
た
る
な
る

べ
し
、
家
な

ど
は
食
料

の
爲

に
天

よ
り
生
し

お
か
れ
る
も

の
と
お
も
は
る
。

す
で
に
我
国

に

て
も
北
団
・木
曾
路

,

カ

　

の
山
奥

な
ど

は
、
海

に
遠

き
故

、
所

に
よ
り

て
聴
肴

の
外

、
.常

に
猪
鹿
を
食

ふ
所
多

し
と

い
ふ
・
是

と
同

じ
事

な
ら
ん
・
支
那

阻
蘭
陀
共

に
調

セ
ケ

ン

理

の
法

食
料

の
様
子
を
聞
た

る
に
、
俗

間

に
て
噂

さ

(悪

食
す
と

の
噂

な
る

べ
し
)

す
る

ご
と
き
事

に
あ
ら

ず
に
や
、
同

じ
烏

け
だ
も

の
に
て

カ

カ

ロ

し
　
カ

カ

カ

ロ

き
さ

ら

ち
コ
し
ウ

ミ

ほ
ロヒ

エ
　

し
き
　モ
ヨ
ヘ

ロ
　

レ

ロ

　
ロ
コ
ロ

ト

昌
昌

　

　
　

ロ

コ

星

仙剰
興

弓

琢

促
菊

申
.個

盾

よ

リ

ノ

¢
着
　
ロ

と

な

る

も

¢

を

、

常

食

と

す

ろ

な

り

、

犬

も

異

説

理
.
の

し

か

た

い

つ

れ

も

よ

く

熟

煮

し

て

帰

る

事

に

て

、

必

し

も

生

煮

あ

る

ひ

は

鮮

肉

の
指

味

な

ど

の

ご

と

き

、

胃

腸

に

入

て
消

化

し

が

た

き

も

の

は

食

ず

と

そ

、

和

蘭

人

な

ど

は

、
獣

魚

と

も

に

つ

い

の

じ

カ

カ

ロ

る

　

ロ

も

を

ア

ン

カ

ウ

異
形

の
も

の
に
て
、
む

か
し
ょ

り
食

ひ

つ
け

ぬ
も

の
は
、
卑
賤

の
も

の
と

い

へ
ど
も
、
食
ふ
事

を
欲

せ
ず

と
な
り
・
鮟
鱇
章
魚
烏
賊

な
ど

い
ふ

嘗

も
の
は
食
は
ず
・
魚
は
蜘
纂

・
貯
.影

・
鱒
・
鯉

の
類
㌻

と
い
ふ
・
鳥
も
攣

撃

茎

や
う
の
脂
つ
よ
く
・
毒

の
も
の
は
㌘

、用
ひ
ず
・
な
り
、
鳶

の
類
な
ど
固
　

食
料
に
は
せ
雑

な
・
・
勿
紘
設

食
諭

馨

り
て
必
し
も
こ
え
暴

酒
餌
食
等

は
せ
ぬ
こ
と
戯

カ

ッ

ヲ

ド
る

ぽ

コ
コドロ

ロ　

う

し
ラ

ユ

ニ

ムド

　

セヒ

し
お

ココ

ニ

ヒ
ロ
ヒ

し

ミ
　

コ
　
　

し

　

ト

コ

し
　

ロ

』

者

マ

血
.
コ

¢

ノ

¢

弓

柱

鮮

跨

を

罎

0

註

男

無

軽

¢

御

に

い

た

り

て

は

、

芯

漁

二

尾

を

つ

く

せ

り

と

い

ひ

、

或

は

斗

升

の

酒

を

一
頓

に

墨

、せ

し

な

ど

い

ふ

を

聞

か

ず

、

彼

人

お

そ

れ

且

嘆

ず

べ

き

に

や

。

と
謂

へ
り
、
農

耕
と
飼
畜

と
相
俟
ち

て
、
地
力

遷

元

の
目
的
を
も
大

に
謀
り

つ

つ
、
昌

へ
だ

る
泰
西
農

業

に
反
し

飼
畜
振

は
さ

る
我
邦

の
周
約

的
農

作
と
、
腔
内
山

嶽

に
富

む

が
た
め

に
、
四
周

の
海

に
向

ひ
放

射
的

に
凝
集

聚
落

せ
る
の
状
な

し
と

せ
さ

る
住
居
地
域

の
残

滓
と

は
、
水
産

及
魚
食

と
相

俟
ち

て
、
部
分

的

に
地

力
還
元

の
方
寸

を

果
す
と
す

べ
き
の
理
、
右

の
言

明
中

に
含
意

さ
れ
た
り
と
す

べ
き

に
非

す
や
。



か

く
考

へ
来

る
と
共

に
想

起

を

難

し
得

さ

る
は

、

現
時

の
諸

文

明
國

に
伍

し
、

陸

の
動

植

物

に
依
頼

す

べ
き
諸

肚

會

生

活

に
反

し

、
海

の
生

物

に
依

頼

す

べ
き

漁

民

肚

會

田

切三
お

0
6
8
ヨ
=
巳
曙

に

、
着

想

し

た

る

匡

デ
≦
o
「臼

=
⊆
コ
斤ぎ
σq
梓。
　円'
bご
=
。。一コ
①
ωω
O
。
。
σq
「9
菩

ざ

①
島
叶。
畠

三

3

開
田
集

団
・
芝

自

謬
日
切
.
、凶
トっ
・
の
本

邦

に
閲

す

る
叙
説

な

り

、

即

ち

別

に
好

著

気

候

及

文

明

相

戚

論

Ω
く
一雨
p
ま

=

騨
・己

Ω
三
叉

ρ

、一
〇

を

有

し

、
夙

に
気

候

學

者

と

し

て

そ

の

名

を

成

せ

る

出
.一昌
ニ
ロ
σq
齢。
口

は

、

前

記

の
著

書
申

恰

も

本

邦

の
気

候

上

、
夏

の
暑

熱

高

き

と
共

に
、
時

を

同

じ

う

し

キ

ヤ
ッ

ト

ル

て

灘
酒

に
富

む

(梅
雨
及
そ
の
後
に
於
け
る
夕
立
を
想

へ
)
の
特

色

を
擧

げ

、

之

が

た

め

に

牛

叉

手

が

、

本

邦

に
於

て
健

康

セ
保

?

遙

竺

ゼ
レ
、
解
鐸

し
、
、引

臆

し
難

警

本
邦
魚
食

の
俗

を
盗
む

に
璽
b
し
、

羅

由

に
肺

し
、
曲
事

曲

に
基
づ

き
本

邦

に
於

て
漁
民

に
富

む

は
、
世
界

に
於

て
漁
民
肚
會

と

し
て
、
他

の

一
適

例
観
す

べ
き

Z
⑦
≦
甘
=
コ
恥

[卑
邑

に
て
は
、
さ
迄
鮮

明
な
ら
ざ

る

一
定

の
地
理
的
原
理

を
、

例
讒

す
と
迄
極
言

せ
り
、
加
之

幸

に
七
て
叉

日

本

の
海
岸
線

は
永
く
し

て
灘

は
多

く
、
そ
は
部

分
的

に
は
寒
流

に
洗

は

る

～
に
よ
り
、
海

に
向

び

つ
つ
魚

を
求
め
、

依

り
て
他

の
あ
ら
ゆ

る
民
族

同
様

、
そ

の
常

食
と
し

て
必
要
を
告

ぐ

べ
き
蛋

白
質

の
補
給

を
計
り

、
舘

豆

そ
の
他

諸
種

の
萱
科
植
物

と
相
挨

ち

て
、
螢
養

に
不
足

を
告
げ

し

め
ざ

る
を
期
す
、
他

の

一
面

に
於

て
家

畜
は
稀
少
参
り
、

而

し
て
普

通

の
肉

は
食
用

に
供

す

べ
か
ら
す

と
の

一
信
念

登
達

し
た
り
、

そ
は
佛

敏
の
敏
儀

に
組

入

れ
ら
れ
た

る

一
信
念
な

り
と
説

け
り
、

か
く
て
又

日
本

の
主
要
漁
民
肚
會

現
す

べ
き
は
、
北
海
道

に
あ

り
と

し
た
り
、
昔

は
伊
・

勢

の
松
浦

武

四
郎
幾
度

か
北
海

道

の
各
地
を
探
険

し
、
有
用

な

る
敷

多

の
日
誌
を
飴

せ
る
か

(昭
和
三
年
古
典
全
集
木

魚

食

論
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五
號
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魚

食

論
…

一弟
三
十
三
巻

六
六
六

〃第
五
號

三
六

三
冊
と
し
て
の
一
刊
本
あ
り
)
就
中

東

蝦

夷

日

誌
文

久

三

(
西
紀

一
八
六
三
)
年

の

凡

例
中

に

蝦
夷
千
島
の
「
所
産
ぼ
ら
、
鱈
か
ら
鮭
、
緋
の
如
き
は
、
山
村
僻
郷
と
い
へ
ど
も
真
味
を
嘗
ざ
る
看
な
し
、
宜
敷
の
子
に
数
々
年
を
重
ね
昆

布
に
智
入
嫁
取
を
よ
ろ
こ
ん
布
は
縉
紳
公
子
よ
り
匹
夫
匹
婦
に
到
る
迄
其
産
物
を
賞
轡
せ
り
」

と

謂

へ
る

の
例

も

存

す

る
を

以

て
、

一
概

に
之

を

以

て
無

根

の
叙

説

祝

す

る
を
得

す

と
錐

も

、
評

論

の

目

的

上
先

づ

そ

の
所

詮

を

そ

の
儘

引

か

ん

か

、
惟

へ
ら

く
北

海

道

の
民

衆

は

、

乞
Φだ
ず
信

色
選

--

人

の
如

く

、
鱈

、
緋

及

鱒

を

捕

ふ

る
も

、後

者

と

異

り
外

国

へ
の
轍

出

航
充

つ

べ
き
、
有

除

を

有

す

る

こ
と

尠

し
、

そ

の
魚

を

自

國

内

の
他

の

諸

地

方

に
塗

れ

は
な

り

、

そ

れ

に
も

拘

は
ら

す

、

日

本

人

は
怜

悧

に

し

て

、
活

気

あ

る
民
族

な

る
を

以

て
、
国

産

の
魚

に
含

め

る
蛋

白

質

を
失

ふ

こ
と

な

く

し

て

、

水
産

物

の
貿

易

を

登

達

せ
し

め

た

り

、

こ

は
目
殻

の

ボ
タ

ン
、

ユ

ベ

魚
油

、
魚
膠

、
海
藻

よ
り
探

れ

る
沃
度

(
要
は
屑
に
も
財

≦
・、ぎ

守
。ヨ
を
.、岬。
の
明
辨
な
り
)

を
賣

る
こ
と

に
よ
り
仕
途

げ

ら

お
と
、
方
今

ロ

に
國
産
奨
働

を
唱

ふ
る
者
、

そ
の
心

に
す

る
所

は
、
舶
来

品

の
退
治

否
國
際

爲
替
尻

の
蒋
換

、

叉
國
庫

の
補
填

に
向

け
ら

る
る
の
例

も
存
す

べ
く
、

か
く
て
古
重
商
主
義

の
臭
味

を
、
脱

せ
ざ

る
の
例

な
し
と

せ

ざ

る

べ
き
も
馬

一
部

の
國
民
が

一
層
高
遠

の
見
地

に
立
脚
す
と
す

べ
き
国
産
奨
働

を
、
現
實

に
行

使
し

つ

つ
あ

る

の
事

功

は
、
有

意
無
意

識

の
間

に
右

の
事
實

に
よ
り
塞

げ
ら

る
、
此

一
事
を
指
摘

せ
る

一
外
賓

の
寸
鐵

は
、
邦
人

頂
門

の

一
針

に
供
す

べ
き

に
非
す
や

。

昭
和

五
年
國
勢

調
査

の
結
果

に
よ

る
に
、
北
海
道

の
人

口
二
八
○
萬
人
蝕

(大
正
九
年
に
拡
三
三
ハ
萬
人
弱
、
礎
ひ
て
=
。笥



『。UEL-mzι
人
口
の
約
八
倍
な

P
、
後
者
本
島
D
h
に
て
面
積
四
一
一
、
七
一
一
一
四
方
哩
な
り
、
北
海
道
白
面
積
第
四
十
九
回
統
計
年
鑑
中
入
入
、
四
五
回

方
粁
と
報
せ
ら
る
る
に
比
し
、
大
な
る
を
注
意
ナ
べ
ふ
た
り
、
而
し
て
同
島
漁
業
者
総
数
は
、
第
四
十
九
回
統
計
年
鑑
に
よ

る
に
、
昭
和
三
年
末
一
入
高
人
傍
た
り
、
(
大
正
九
年
に
水
産
業
本
業
者
男
七
九
、
三
八
二
、
女
一

o、
内
二
七
人
同
副
業
者
男
二
号

O
大
=
一
、
女
六
、
三
四
五
人
、
そ
の
合
計
一

O
丸、

O
九
七
人
。

そ
の
中
に
は
骨
、
角
、
甲
、
牙
、
貝
類
白
細
工
。
鑑
詰
、
蟻
詰
製
造
。
瞳
乾
魚
介

節
類
製
造
。
海
藻
其
他
水
産
食
料
品
製
造
業
者
を
含
主
ず
。

大
正
九
年
同
勢
調
査
会
園
の
部
第
二
巻
職
業
参
照
)

漁
期
に
際
し
他
地
方
よ

り
向
島
近
臨
時
に
出
漁
す
る
者
を
、
掛
酌
し
て
考
ふ
る
も
、
そ
の
有
業
者
の
約
九
割
は
水
産
業
者
に
よ
ち
、
占
め
ら

，、J
'

コ
レ
』
弘
川
、
j

a

門
川
リ
ト
L
U
2向日

4
1
4
J
A
F』
A
G
】

i
m
F
4
9
-
z
u
u
d
F

寸

、

コ

4

』

aa
巾
J

耳目
C
C
ロ
ロ
』
山
戸
門
M
V
Y
4

職
業
分
布
状
況
を
大
に
異
に
す
る
ご
と
佐
知
る
ぺ
く
、
沼
地
-
w

司川

1ι司

1
1
1
!
 

に
は
鱒
産
、
林
産
、
農
産
等
も
等
し
〈
襲
盛
な
ち
、

3
れ
ば
右

F
Z宮
市
守
口
の
所
説
は
、
本
邦
に
闘
す
る
程
度

に
於
て
は
、
制
限
を
要
す
る
こ
と
を
容
す
べ
〈
、

強
い
て
本
邦
に
漁
民
枇
舎
の
通
例
を
求
め
ん
と
せ
ば
、
純
抽
出

村
特
に
幾
多
小
島
の
村
に
選
ぶ
べ
き
も
の
な
る
を
想
ふ
と
共
に
、
氏
が
本
邦
を
以
て
飼
羊
に
通
せ
?
と
せ
る
は
兎

も
角
と
し
、
牛
の
健
康
に
も
通
せ
す
と
せ
る
は
我
風
土
を
評
定
す
る
こ
と
頗
る
荒
涼
に
失
サ
ゴ
る
や
を
騒
ふ
。

(
未
完
)
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